


２０１１年２月１７日 

（仮訳） 

 

メキシコ合衆国 

大統領 フェリペ・カルデロン・イノホサ閣下 

 

 

C/O 駐日メキシコ合衆国大使館 

   特命全権大使 ミゲル・ルイス－カバーニャス・イスキエルド閣下 

 

 

 我々はグローバルユニオンの一翼を担うＩＣＥＭ・ＩＭＦ・ＩＴＦ・ＵＮＩグローバル

ユニオンの日本加盟組合協議会を代表して、メキシコ政府に対してメキシコ労働者の迫害

された正義を回復し、結社の自由確立を呼びかけるメキシコ労働者と世界中の労働者の連

帯行動に賛同致します。 

 

 「世界行動デー」と名付けられたこのキャンペーンは、2011 年 2 月 14－19 日の日程で

行われます。このキャンペーンで我々ＩＣＥＭ・ＩＭＦ・ＩＴＦ・ＵＮＩグローバルユニ

オンはメキシコ政府に下記を要請致します。 

 

1. 使用者と政府当局者に、鉱山労働者 65人が死亡した 2006年 2月 19 日のパスタ・デ・

  コンチョス鉱山爆発事故に対しての責任を取らせる。 

2. 使用者が支配する「保護協約」や組合選挙への干渉など、労働者の結社の自由を侵害 

  する仕組みを廃止する。 

3. 民主的組合、賃金・労働条件改善、良好な安全衛生条件を求める労働者の正当な要 

  求を抑え込むための、国家当局や民間企業による実力行使をやめる。 

4. メキシコ鉱山労組とメキシコ電機労組に対する政治的迫害キャンペーンをやめる。 

 

 

 我々は組合自治を守るため、政府によるあらゆる組合問題への干渉に対して闘うメキシ

コ労働者を支援しています。 

  

 労働者、労働組合員、そして社会的・経済的公正の実現を求める者として、我々は貴殿

にメキシコ労働省・メキシコ政府に対する貴殿の影響力を背景に、現状を一刻も早く修復

するよう指示して頂きたくお願い申し上げます。 

 

 

 

落合 清四               西原 浩一郎 

ＩＣＥＭ－ＪＡＦ議長／         ＩＭＦ－ＪＣ議長 

ＵＮＩ－ＬＣＪ議長 

 

 

渡辺 幸一 

ＩＴＦ－ＪＣ議長 

 

関連資料添付 


